
 
 

改 善 箇 所 説 明 図 ③ 

 

 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：     は、交換部品を示す。     は、修正部位を示す。 

基準不適合発生箇所 

燃料タンクの燃料ポンプユニットの取付け部におい

て、穴あけ加工が不適切なため、穴径が大きいも

の、または取付け部に鋭利な突起を有するものがあ

る。そのため、そのまま使用を続けると、当該取付

け部のパッキンに亀裂が発生し、最悪の場合、パッ

キンから燃料が漏れるおそれがある。 

改善の内容 

全車両、当該燃料ポンプユニットの取付け部の穴径を点検し、穴径が交換基準より大きいもの

は、燃料タンクを良品と交換する。穴径が交換基準内のものは、取付け部の鋭利な突起をなく

し、パッキンを対策品と交換する。 
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